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令和6年6月4日

株式会社　イトウ産業

社内電気使用量の削減、省エネ機器の導入に
取り組みます。

インターシップの積極的な受け入れ
定年後再雇用制度の導入
従業員の研修・資格取得の機会を提供等、従
業員が希望通りに働き続けられるよう取り組
みます。

ICT施工や３次元測量等の新テクノロジーの導
入
電子契約や社内管理システム等、業務のＤＸ
化を積極的に進めます

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑬気
候変動に具体的な対策を

電気使用量の掲示、社内通知
蛍光灯のＬＥＤ化

電気使用量

年平均３％の削減

④質の高い教育をみんな
に,⑧働きがいも経済成
長も

⑨産業と技術革新の基盤
をつくろう

地元高校生のインターシップ
受入
ぎふ建設人材育成リーディン
グ企業シルバーランク認定

ICT施工工事の実施
勤怠管理の新システムの導入

インターシップ受入
ぎふ建設人材育成リーディング企業認定

契約書の電子化率
勤怠管理システムの導入による勤務時間の削減

毎年の受入を継続
認定制度のランク維持

2030年までに電子契約率を８０％
以上をめざす。
2030年まで従業員の年平均残業時
間を３０時間以内とする。

月例会議での取り組み状況の確認、社内掲示板への掲示

SDGｓの取り組みについてのURL : https://www.ito-toki.co.jp/about/


